
 

 

 

 

 

 

卒業論文のデジタルアーカイブ 

櫟 彩見、冨士 覇王（岐阜女子大学） 

 

卒業論文のデジタルアーカイブは、「学生が課題を解決し、その成果を正しく論理的に整理し、

他の人が利用できるように保管・流通させ、さらに次の課題解決に適用できる卒業論文のデジタ

ルアーカイブ化を学ぶ。」ことを実現させるために構築された。卒業論文をデジタルアーカイブ化

することで、後輩となる学生が研究の参考資料として活用することが可能となり、新しい研究や

学びが期待できる。1) 2017 年に卒論デジタルアーカイブを立ち上げ、現在は 3 年分の卒業論文が

蓄積され、グループウェアを通して学生に活

用されている。 

（１）卒論デジタルアーカイブの概要 

卒論デジタルアーカイブには現在、2017 年

度から 2019 年度までの 3 年分の卒業論文お

よび修士論文を蓄積しており、521 件の論文

を保管している。保管データは卒業論文の本

文および要旨であり、メタデータを付与して

データベース化している（表）。 

メタデータは、客観的に記述するのが一般

的であるが、本学の卒論デジタルアーカイブ

には主観的なことを残すための項目として

「特色」を設けた。知っておいて欲しいこと、

主張したい新たな発見など、要約などには記

述できないが読む人や研究を引き継ぐ人に

伝えたいことを記述することで、より卒論を

活かすことができると考えた。 

（２）卒論デジタルアーカイブの構成 

本学ではグループウェアとして「サイボウ

ズ」を導入している。その中にカスタムアプ

項目 説明 

氏名 学生氏名（複数可） 

学籍番号 学生学籍番号（複数可） 

指導者 主査，副査 

所属 岐阜女子大学 

○学部○学科○専攻 

キーワード 検索に必要な単語 

研究領域 学術的な研究領域 

小分類 専門的にどの分野にあるか 

活動種類 卒業論文，修士論文 等 

作成年月 卒論等の提出日 

要約 卒論等の要約（抄録）を他の人が理解でき

るように 400 字以内にまとめて書く 

データ 卒業論文をデータベースに提出できる場

合は「登録」，そうでない場合は「未登録」 

特色 卒論等の研究・活動を他の人にアピール

できる事項を箇条書きで記入 

・研究（卒論等）について見てほしい，知

ってほしい，使ってほしい特色 

・新しい結果（発見，方法，新しいデータ，

理論，作品，失敗など）について 
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リ機能があり、データベースの

構築が可能となっている。そこ

で卒論デジタルアーカイブをサ

イボウズ内に構築した（図）。サ

イボウズは学生が日常的に利用

しているため、卒論デジタルア

ーカイブの検索や閲覧といった

操作を、説明なしで容易に行う

ことができる。またサイボウズ

を利用するにはログインが必要

であり、閲覧者を教員と学生に

制限することが可能である。そ

してサイボウズにログインすることで、いつでも卒論を閲覧することができることから、サイボ

ウズは卒論デジタルアーカイブの媒体として適していると考えた。 

（３）デジタルアーカイブ化の流れ 

卒論は２月下旬頃に完成となる。その後、指導教員から卒論本文と要旨のデジタルデータをメ

タデータとともに収集する。メタデータを基にデータベース化し、卒論本文と要旨の PDF 化を行

う。PDF 化の際には、学内のみ閲覧可能であることから「学内限定」の透かしを入れ、PDF ファ

イルを開く際にパスワード入力が必要になるように設定した。そして卒論本文と要旨の PDF フ

ァイルを学内サーバに保存し、データベースにそのリンク先を加え、サイボウズ内に読み込むこ

とで卒論デジタルアーカイブへ追加した。なお、卒論デジタルアーカイブへの掲載にあたり、卒

論の内容によっては学内でも公開が不可能なものもある。そこ場合は卒論本文の PDF 化は行わ

ず、要旨のみを公開とした。 

（４）卒論デジタルアーカイブの今後 

 卒論デジタルアーカイブを利用した学生にアンケート調査を行ったところ、実際に活用した学

生のうち 92％が役に立ったと回答し、学生の卒業研究において卒論デジタルアーカイブは有効で

あると言える。またネットワーク経由でいつでもどこでも検索・閲覧できるのが良いという意見

があり、デジタルアーカイブの利点が生かされていることが確認できた。一方で、資料が少なく

調べたい卒論が見つからないと指摘があったことから、これからも蓄積し続けることが重要であ

ることが分かった。 

今後も卒論データのデジタルアーカイブを行いつつ、卒業研究や論文作成において、どのくら

い学生が卒論デジタルアーカイブを活用したのか、どのように活用したのかを明らかにする。そ

の結果をもとに、卒論デジタルアーカイブの改善を行っていく。 

 

1) 富士覇王ほか(2018)卒業論文・修士論文研究のデジタルアーカイブについて～学生の確かな

情報活用能力と研究姿勢の向上を目指して～, 岐阜女子大学デジタルアーカイブ研究所テク

ニカルレポート, Vol.3, No.2, pp.5-9 

図 卒論デジタルアーカイブ（サイボウズ） 

 


